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1.はじめに
トルコの都市の中心部には市場空間が広がってい
る。市場空間はトルコ語でチャルシュ1と呼ばれる
商店街とパザル2と呼ばれる露天市の2つの空間形
態がある。パザルは都市によっては同一都市内で複
数存在し，中心部に立地しないものもあるが，比較
的規模の小さな都市ではチャルシュに隣接する広場
等で開催され，チャルシュとともに市場空間を構成
する。また，市場空間は商業施設の他，行政施設や
ジャミィ3，ハマム4，キュリイェ5など公共性の高
い施設が立地しており，多機能を有する空間となっ
ている。都市の規模や歴史，地理的な条件等が反映
しているものと考えられ，トルコ諸都市の特質をみ
る上で欠かせない都市空間と捉えている。チャルシ
ュについては空間構成から特質について分析を実施
してきた6。都市規模により特徴が異なる点，ハン7，
ベデステン8，アラスタ9と呼ばれる堅固な商業施設
が保存，活用されている点，職人によって伝統産業
が継承され，工房としてチャルシュ内に存在する点
が大きな特徴として挙げられる。チャルシュでは職
人の技術だけでなく建築空間も伝統を継承し，活用
していく動きが各都市でみられる。本論では，この
チャルシュと共に重要な役割を担う市場空間として
パザルを取り上げ，その空間形態と特質について考
察を行う。
1） 分析方法
トルコの都市を研究対象とするが，対象都市はパ
ザル事例リスト（表1参照）で示す通り，マルマラ海
地域，エーゲ海地域，中央アナトリア地域，黒海地
域の調査実施都市（図1～3参照）である。調査デー
タに基づき，トルコ西部に範囲を限り，分析を行う。
調査実施都市は，事前に都市ごとの情報を文献資
料及び行政機関等の公式サイトから収集し，かつて
の交易ルート上に位置する都市から選定する。これ
らは歴史的都市であるが，いずれも現代の様相を分
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析するため，都市規模は現在の人口から判断する。
現地研究協力者とも連絡をとり，調査計画を立て，
調査実施へと進める。
実際の調査では，事例ごとにパザルの都市におけ
る位置，全体の規模と平面形態，店舗の空間形態，
店舗の内容，取り組みについて確認，記録する。都
市における位置は，都市のセンターとの関係，主要
都市施設との関係，幹線道路との関係等を地図及び
現場で確認する。全体の規模は主に露店数から判断
し，パザルの管理者側となる行政機関や小売商管理
組合からの情報に基づき，現地で開催場所に赴き，
空間形態や内容を記録する。現場では行政機関に加
え，露天商や露天市開催場所周辺の常設店舗の店主，
利用者である住民等にもヒアリングを行い，調査時
以外の状況や営業内容などの情報を得る。また，現
地での都市地図や文献等の資料収集も行う。これら
現地調査に基づき，事例ごとにデータを整理し，パ
ザルエリアを図面化する。都市地図，図面及び写真
データから事例ごとの特徴を挙げ，全体を通しての
共通点や相違点を検証する。
2） 調査対象地
調査対象地は，イスタンブル20事例，イスタン
ブル以外の都市30事例の計50事例でトルコ西部の
交易ルート上の都市を対象とする。一都市内に複数
のパザルがある場合，今回対象としていない多くの
パザルが存在するが，開催日が限られているために
短期間での調査ではすべてを把握することが困難で
あり，規模等から優先順位をつけ，対象地を選定し
ている。（表1及び図1参照）
イスタンブルはアジアとヨーロッパにまたがるト
ルコ最大規模の都市であり，パザルはイスタンブル
小売商管理組合の管理下，アジア側115件，ヨーロ
ッパ側243件，計358件10ある。曜日ごとの内訳は
月曜43，火曜48，水曜59，木曜59，金曜54，土
曜52，日曜45件である11。パザルは生活に密着し
た商業空間であり，都心部，郊外を問わず，各地で
開催されている。本論ではイスタンブル市街地の中
から中心部の区に絞り込み，エミノニュ区12，ファ
ーティヒ区，ベイオウル区，ウスキュダル区，ベシ
クタシュ区13，カドゥキョイ区，バクルキョイ区及
び特殊な立地として島嶼部のパザルを対象とする
（表2及び図2,3参照）。イスタンブルの中心部と一
般的に捉えられているエリアは長い歴史を有するエ
リアにあたるエミノニュ区，ファーティヒ区，ベイ
オウル区，ウスキュダル区であるが，人口が増加し，
都市規模の拡大に伴って中心部も拡張しているため，
隣接する区も含めて調査対象地とした。バクルキョ
イ区についてはファーティヒ区に隣接していないが，
空の玄関である国際空港をもち，交通網の一拠点と
しても発展し，人口も多く，大規模な商業空間やパ
ザル14をもつため対象地に加えた。また，イスタン
ブル小売商管理組合の拠点もあり，情報収集にも有
利な立地である。ファーティヒ区東側に隣接する2
区，ゼイティンブルヌ区，エユップ区に関しては今
後調査を行う予定であり，本論の対象地には含めな
いものとする。
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図1.調査地位置図
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表11.パザル事例リスト
事例No. 都市区名 名 称 開催日
露店数
＊1
空間 立地＊2
調査年
街
路
広
場
施
設
中
心
部
住
宅
街
そ
の
他
TUR-01 I
・
stanbul_Bakrkoy rpc 土 1535 ● ● 2007
TUR-02 I
・
stanbul_Bes・iktas・ Bes・iktas・Merkez 土 622 ● ● 2007
TUR-03 I
・
stanbul_Beyoglu Yenis・ehir 日 198 ● ● 2006
TUR-04 I
・
stanbul_Beyoglu Kastamonu 日 19 ● ● 2006
TUR-05 I
・
stanbul_Beyoglu ukurcumaBitPazar 日 105 ● ● 2005
TUR-06 I
・
stanbul_Eminonu Sultanahmet 水 25 ● ● 2007
TUR-07 I
・
stanbul_Eminonu Kadrga 木 253 ● ● 2007
TUR-08 I
・
stanbul_Fatih Balat 火 109 ● ● 2007
TUR-09 I
・
stanbul_Fatih FatihMerkez 水 1293 ● ● 2006
TUR-10 I
・
stanbul_Fatih Fndkzade 金 794 ● ● 2007,2008
TUR-11 I
・
stanbul_Kadkoy KadkoyMerkez 火金 1588 ● ● ● 2006
TUR-12 I
・
stanbul_Kadkoy Bostanc 水 513 ● ● 2007
TUR-13 I
・
stanbul_S・is・li EcolojikHalkPazar 土 99 ● ● 2007
TUR-14 I
・
stanbul_Uskudar Selimiye 水 149 ● ● 2007
TUR-15 I
・
stanbul_Uskudar UskudarMerkez 土 369 ● ● 2007
TUR-16 I
・
stanbul_Bes・iktas・ OrtakoyHediyelikEs・yaPazar 土日 180 ● ● ● 2006,2008
TUR-17 I
・
stanbul_Adalar BuyukadaPers・embePazar 木 159 ● ● 2008
TUR-18 I
・
stanbul_Adalar Heybeliadaars・ambaPazar 水 135 ● ● ● 2008
TUR-19 I
・
stanbul_Adalar BurgazadaCumaPazar 金 115 ● ● 2008
TUR-20 I
・
stanbul_Adalar KnaladaSalPazar 火 128 ● ● 2008
TUR-21 Bursa_Osmangazi Tuna 金 ● ● 2006
TUR-22 Bursa_Osmangazi Pnarbas・ 金 ● ● 2006
TUR-23 Bursa_Yldrm Gokdere 月火金 ● ● 2006
TUR-24 Bursa_Nilufer Durukent 金 ● ● 2006
TUR25 Balkesir SalPazar 火 1400 ● ● ● ● ● 2005
TUR-26 Tarakl CumartesiPazar 土 80 ● ● ● ● 2008
TUR-27 Goynuk PazartesiPazar 月 90 ● ● ● ● 2007
TUR-28 Mudurnu CumartesiPazar 土 120 ● ● ● ● 2008
TUR-29 Bolu PazartesiPazar 月 420 ● ● ● ● ● 2008
TUR-30 Safranbolu CumartesiPazar 土 120 ● ● ● 2007
TUR-31 Safranbolu HayvanPazar 土 ● ● ● 2007
TUR-32 Safranbolu Pers・embePazar 木 300 ● ● ● 2008
TUR-33 Kastamonu CumartesiPazar 水土 203 ● ● ● 2008
TUR-34 Nalhan PazartesiPazar 月 150 ● ● ● 2008
TUR-35 Beypazar ars・ambaPazar 水日 178 ● ● ● 2008
TUR-36 Beypazar TuristikPazar 土日 ● ● 2008
TUR-37 Konya_Meram MuhacirPazar 日 ● ● 2008
TUR-38 Konya_Karatay KuukKumkopruPazar 火 114 ● ● 2008
TUR-39 Bergama CumartesiPazar 土 ● ● 2009
TUR-40 Kutahya Gultepe 木 49 ● ● ● 2008
TUR-41 Kutahya FatihMahale 木 163 ● ● ● 2008
TUR-42 Kutahya CumaPazar 金 390 ● ● 2008
TUR-43 Kutahya S・ehirMerkez 水 581 ● ● ● 2009
TUR-44 Afyonkarahisar avus・bas・SemtPazar 日 300 ● ● 2009
TUR-45 Us・ak SSKCumartesiPazar 土 220 ● ● ● 2008
TUR-46 Us・ak HalkKonutlarCumartesiPazar 土 155 ● ● 2008
TUR-47 Us・ak S・ekerevleriCumartesiPazar 土 250 ● ● ● 2008
TUR-48 Us・ak ars・ambaPazar 水 708 ● ● 2008
TUR-49 Us・ak UnalanSalPazar 火 395 ● ● ● 2009
TUR-50 Tire SalPazar 火 1000 ● ● ● 2006
件数 38 21 17 18 28 6
＊1 露店数は現地での確認ができたものを記載。空欄は未確認のパザル。
＊2 パザルの立地の「その他」は，その都市（あるいは区）の中心部ではないものの，周辺が商業地であるなど住宅街ではない場合を示す。
―49―
表12.パザル事例リスト
代表写真
code-no
パザル名
TUR-01
rpc
TUR-02
Bes・iktas・Merkez
TUR-03
Yenis・ehir
都市区名 I
・
stanbul_Bakrkoy I
・
stanbul_Bes・iktas・ I
・
stanbul_Beyoglu
TUR-04
Kastamonu
TUR-05
ukurcumaBitPazar
TUR-06
Sultanahmet
TUR-07
Kadrga
I
・
stanbul_Beyoglu I
・
stanbul_Beyoglu I
・
stanbul_Eminonu I
・
stanbul_Eminonu
TUR-08
Balat
TUR-09
FatihMerkez
TUR-10
Fndkzade
TUR-11
KadkoyMerkez
I
・
stanbul_Fatih I
・
stanbul_Fatih I
・
stanbul_Fatih I
・
stanbul_Kadkoy
TUR-12
Bostanc
TUR-13
EcolojikHalkPazar
TUR-14
Selimiye
TUR-15
UskudarMerkez
I
・
stanbul_Kadkoy I
・
stanbul_S・is・li I
・
stanbul_Uskudar I
・
stanbul_Uskudar
TUR-16
OrtakoyHediyelikEs・yaPazar
TUR-17
BuyukadaPers・embePazar
TUR-18
Heybeliadaars・ambaPazar
TUR-19
BurgazadaCumaPazar
I
・
stanbul_Bes・iktas・ I
・
stanbul_Adalar I
・
stanbul_Adalar I
・
stanbul_Adalar
TUR-20
KnaladaSalPazar
TUR-21
Tuna
TUR-22
Pnarbas・
TUR-23
Gokdere
I
・
stanbul_Adalar Bursa_Osmangazi Bursa_Osmangazi Bursa_Yldrm
TUR-24
Durukent
TUR-25
SalPazar
TUR-26
CumartesiPazar
TUR-27
PazartesiPazar
Bursa_Nilufer Balkesir Tarakl Goynuk
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表13.パザル事例リスト
代表写真
code-no
パザル名
TUR-28
CumartesiPazar
TUR-29
PazartesiPazar
TUR-30
CumartesiPazar
都市区名 Mudurnu Bolu Safranbolu
TUR-31
HayvanPazar
TUR-32
Pers・embePazar
TUR-33
CumartesiPazar
TUR-34
PazartesiPazar
Safranbolu Safranbolu Kastamonu Nalhan
TUR-35
ars・ambaPazar
TUR-36
TuristikPazar
TUR-37
MuhacirPazar
TUR-38
KuukKumkopruPazar
Beypazar Beypazar Konya_Meram Konya_Karatay
TUR-39
CumartesiPazar
TUR-40
Gultepe
TUR-41
FatihMahale
TUR-42
CumaPazar
Bergama Kutahya Kutahya Kutahya
TUR-43
S・ehirMerkez
TUR-44
avus・bas・SemtPazar
TUR-45
SSKCumartesiPazar
TUR-46
HalkKonutlarCumartesiPazar
Kutahya Afyonkarahisar Us・ak Us・ak
TUR-47
S・ekerevleriCumartesiPazar
TUR-48
ars・ambaPazar
TUR-49
UnalanSalPazar
TUR-50
SalPazar
Us・ak Us・ak Us・ak Tire
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表2.イスタンブル中心部パザルリスト＊1
No. パザル名 区名＊2 曜日 露店数＊3
調査
年＊4 No. パザル名 区名
＊2 曜日 露店数＊3
調査
年＊4
01 Dikilitas・ Bakrkoy 火 241 38 YeniSahra Kadkoy 水 143
02 Osmaniye Bakrkoy 火 100 39 Acbadem Kadkoy 木 143
03 Yes・ilkoy Bakrkoy 水 655 40 Erenkoy Kadkoy 木 540
04 Yenimahale Bakrkoy 木 49 41 Kays・dag Kadkoy 木 276
05 rpc Bakrkoy 土 1535 2007 42 Fikirtepe Kadkoy 金 269
06 Florya Bakrkoy 日 105 43 KadkoyKus・dili Kadkoy 金 465
07 Kurues・me Bes・iktas・ 月  44 Kozyatag Kadkoy 金 292
08 Arnavutkoy Bes・iktas・ 火  45 SahraiCedid Kadkoy 土 282
09 YeniLevent Bes・iktas・ 火  46 Bakkalkoy Kadkoy 日 175
10 Ortakoy Bes・iktas・ 水  47 Kos・uyol Kadkoy 日 107
11 Dikilitas・ Bes・iktas・ 木  48 EcolojicHalkPazar S・is・li＊5 土 99 2007
12 Bes・iktas・Merkez Bes・iktas・ 土 622 2007 49 Baglarbas・ Uskudar 月 350
13 Arabaclar Beyoglu 月 167 50 engelkoy Uskudar 月 34
14 Kulaksz Beyoglu 火 102 51 FerahMah Uskudar 火 140
15 Kakaycbahe Beyoglu 水 64 52 Kupluce Uskudar 火 99
16 Piyalepas・a Beyoglu 木 64 53 Esatpas・a Uskudar 水 172
17 Bademlik Beyoglu 木 47 54 Havuzbas・ Uskudar 水 89
18 Kasmpas・a Beyoglu 金 273 55 Kuzguncuk Uskudar 水 39
19 Ornektepe Beyoglu 土 138 56 Selimiye Uskudar 水 149 2007
20 Yenis・ehir Beyoglu 日 198 2006 57 BarbarosMah Uskudar 木 83
21 ksaln Beyoglu 日 78 58 Bulgurlu Uskudar 木 139
22 Kastamonu Beyoglu 日 19 2006 59 Guzeltepe Uskudar 木 125
23 ukrcuma Beyoglu 日 105 2005 60 Bahelievler Uskudar 金 118
24 Sultanahmet Eminonu 水 25 2007 61 Kirazlitepe Uskudar 金 90
25 Kadrga Eminonu 木 253 2007 62 Ks・kl Uskudar 金 106
26 Karagumruk Fatih 月 189 63 Talimhane Uskudar 金 90
27 Unkapan Fatih 月 112 64 UskudarMerkez Uskudar 土 369 2007
28 Balat Fatih 火 109 2007 65 YavuzturkMah Uskudar 金 128
29 S・ehremini Fatih 火 543 66 Kirazlitepe Uskudar 土 87
30 Fatih Fatih 水 1293 2006 67 Unalan Uskudar 土 90
31 Agakakan Fatih 木 175 68 Ornek Uskudar 日 147
32 Fndkzade Fatih 金 794 2007 69 Guzeltepe Uskudar 日 57
33 Samatya Fatih 土 401 70 Buyukada Adalar 木 159 2008
34 Goztepe Kadkoy 月 327 71 Heybeliada Adalar 水 135 2008
35 I
・
erenkoy Kadkoy 火 179 72 Burgazada Adalar 金 115 2008
36 KadkoyMerkez Kadkoy 火 1588 2006 73 Knalada Adalar 火 128 2008
37 Bostanc Kadkoy 水 513 2007
＊1 本表はイスタンブル小売商管理組合及び各区役所の協力を得て作成したものである。
＊2 区は調査時の名称。2009年現在，Eminonu区はFatih区に統合された。
＊3 露天商数は役所及び調査時に現地で確認した数。Bes・iktas・区は中心の土曜市のみ確認済み。
＊4 調査を実施した事例のみ調査年を記載。
＊5 No.48は本論の該当区ではないが，特殊な事例として調査を実施したため取り上げる。
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図2.イスタンブル市街地図
図3.イスタンブル中心部における調査地位置図（数字は表2のNo.に対応する。●は調査実施事例）
2.パザルの空間形態
1） パザルの概要
パザルは週に1回，場所によっては2回以上，定
期的に開催される市場である。テントや陳列台を並
べて店開きする仮設のものと常設の市場施設がある。
パザルで扱われる商品には，野菜や果物を中心とす
る生鮮食料品，米，豆類，香辛料などの乾物，オリ
ーブや油，チーズやヨーグルトといった乳製品，卵
やユフカ15と呼ばれる小麦粉でつくった生地，食器，
鍋をはじめとする調理器具，靴，カバン，衣類，タ
オル，スカーフ，テーブルクロス等の布類，アクセ
サリー，おもちゃなどの雑貨類，季節によっては小
学校の制服や苗木，羊の刈った毛など，日常生活に
関わるあらゆるものがある。地方都市では生きた動
物の取引が行われるが，捌かれた肉類は冷蔵庫を要
するために常設店舗での営業となる。魚介類に関し
ては常設店舗だけでなく，冬期に限っては露天商も
現れる。
開催時間は朝から夕方までの明るい時間帯の終日
開催が多く，仕事帰りの利用者や朝と夕方の2回に
分けて購入に来る利用者もいる。日照時間の変化と
ともに夏期は営業時間が長く，冬期は短くなる。ま
た，季節の商品が並ぶだけでなく，行事との関係で
季節感を感じることのできる場となっている。例え
ば，イスラーム教の祭りである断食明けの祭りや犠
牲祭が近づくと祭りの準備のために通常よりも客数
や購買量が増え，通常以上の活気あふれる場に変貌
する。
パザルの規模は，表1及び表2に露店数として記
載する。露店数は行政機関や小売商管理組合に登録
している調査時点での露天商の数を示す。規模の大
きなものとして，露店数が1000を超えるものが5
事例あり，その内3事例は大都市イスタンブルのパ
ザルである。露店数 1000以下のものも名称に
Merkez16とついているものは，その区の中心的な
役割を果たしているため，規模が大きくなっている。
バルケシルとティレのパザルは都市の中心部チャル
シュ全体の街路や広場を活用し，大規模に展開する。
季節によって商品が変化するため，パザル全体の規
模も多少変化する。
対象都市の規模をみるために都市部の人口を表3
に示す。イスタンブル，ブルサ，コンヤは人口10
万人をはるかに超える大規模な都市であり，表中の
イスタンブルからカスタモヌまでは県庁所在地であ
り人口も多い。ベルガマからナルハンまでは数万人
規模の中規模な都市であり，ムドゥルヌ，ギョイヌ
ック，タラクルは数千人の小規模な都市である。規
模の違いからパザルの立地をみると，大きな傾向と
して，小規模な都市は中心部のチャルシュに内包あ
るいは隣接する形で立地し，中規模及び大規模な都
市になると一都市の中に複数存在し，中心部だけで
なく，地区ごとにも立地している。
2） パザルの空間形態
パザルの開催地から空間全体の形態をみると同時
に内部空間については店舗の形態をみていく。（表4
参照）
通常は交通機能を主とする街路や広場，駐車場と
いった屋外がパザルの開催地となる場合が多い。街
路の場合，チャルシュ内部の街路，チャルシュに隣
接する街路，住宅街の街路に分かれる。チャルシュ
内部の街路の場合，露店は街路に面する常設店舗と
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表3.都市部の人口
都市名 人口（2007年）
1 I
・
stanbul 11,174,257
2 Bursa 1,979,999
3 Konya 1,412,343
4 Balkesir 241,404
5 Kutahya 212,934
6 Us・ak 172,709
7 Afyonkarahisar 159,967
8 Bolu 107,857
9 Kastamonu 80,582
10 Bergama 58,212
11 Tire 48,565
12 Safranbolu 38,334
13 Beypazar 34,496
14 Nalhan 12,895
15 Mudurnu 4,856
16 Goynuk 4,269
17 Tarakl 2,947
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表4.パザルの空間形態一覧
写真事例
空間形態 コメント 街路 チャルシュの店舗も商品を
張り出し，パザルに参加。
街路 街路に直接，住宅が面す
る。都市名 Tire I
・
stanbul
街路 庭付きの集合住宅に面す
る街路。
広場 パザル以外では端に寄せ
られた木製の陳列台。
広場＋陳列台 広場にパザル用の固定陳
列台が並ぶ。I
・
stanbul I
・
stanbul Safranbolu
駐車場 １階の屋内部分。日の光
があまり入らない。
駐車場 ２階の屋外部分。パザル
時はパラソルが並ぶ。
屋根のみ 広場の一画に設置されて
いる。Bursa Bursa Us・ak
屋根＋陳列台 新しく建設された市場施
設。
屋根＋壁 新しく建設された市場施
設。
屋根＋壁＋ブース オリーブとチーズのエリ
ア。Bergama Konya Us・ak
ひな壇 商品をきれいに積み上げ
ている。奥はひな壇。
つりさげ 多くの靴をディスプレイ。 ネット利用 天井から多くの商品を吊
すためにネットを張る。I
・
stanbul I
・
stanbul I
・
stanbul
共存する形がとられ，店舗の前にスペースをとり，
店舗利用者のアクセスを確保している。また，常設
店舗が街路に張り出す形で他の露店とともに並び，
販売空間を街路上にもつ場合もみられる。チャルシ
ュに隣接する街路では，チャルシュのメインストリ
ートの延長線上にある街路，もしくは並行する街路
に露店が並び，チャルシュ利用者がチャルシュと連
続する市場空間として認識できる立地となっている。
住宅街の街路は，街路に面する建物のほとんどが集
合住宅である。周辺の住民にとってパザルは買い物
をする場としては利便性が高いが，通行が困難にな
る点や騒音問題など，売り場が住宅に隣接するデメ
リットもある。住宅棟が街路との間に庭を介してい
る場合は問題が少ないようである。住宅街の中にも，
ところどころに常設店舗があり，露店とともにパザ
ルの一要素となり，店舗前のスペースを確保して営
業している。
イスタンブルのように都市規模が大きくなるとパ
ザルの数が増え，住宅街の街路を使用する事例が多
くみられる。中小規模の都市の場合は中心部のチャ
ルシュ周辺に立地するパザルが多い。いずれも車両
の進入を禁止し，歩行者専有空間として一時的な市
場空間を確保している。広場や駐車場は面的な広が
りをもつ空地として，仮設の露店が並ぶ会場に適し
ている。駐車場の場合，単なる空地の場合と屋根付
きの施設化したものがある。
仮設の露店形式に対して，常設の施設化している
タイプの市場施設がある。市場施設は屋根のみ，屋
根と陳列台の並ぶもの，屋根と壁のみ，屋根と壁で
囲まれた空間に陳列台が並ぶもの，屋根と壁で囲ま
れた一大空間の中に常設店舗が並ぶものがある。陳
列台は木製の移動可能なタイプとコンクリート製の
固定タイプがあるが，いずれも統一された陳列台が
市場施設内に並ぶため，整然とした場となる。大空
間市場施設内に常設店舗が並ぶタイプは，等間隔に
壁で区切られたブース形式になっている。生鮮食料
品全般を取り扱うものと，魚介類のみ，あるいは魚
介類とチーズ，オリーブに限定されるものがあり，
商品ごとにエリア分けがされている。営業日は週1
回のみの場合と複数日営業の場合とがあり，魚介類
のみの場合は専門市場として，複数日営業している
ものが多くみられた。
街路及び広場の屋外に並ぶ店舗の形態としては，
テントと陳列台による仮設のものが多く，一店舗の
規模は面積もしくは街路に面する長さで決まってお
り，一露天商が複数の陳列台を使用して店開きをす
る場合も多い。陳列台は同一パザル内で統一された
台を使用する場合と，露天商が自ら持参する場合，
台を使用せず路面に商品を並べる場合がある。限ら
れた空間を最大限活用すべく，陳列台をひな壇状に
構成するものや，ロープやネットを駆使して商品を
上から吊し，立体的にディスプレイしているものも
みられ，密度の高い市場空間を形成している。
3.トルコ西部のパザルの特質
50事例の空間形態や内容からトルコ西部におけ
るパザルの特質を整理すると以下の特質が挙げられ
る。
1） 街路空間の活用
表1に示すようにパザルの空間形態をみると街路
を利用するものが50件中38件みられる。ヨーロッ
パの都市に多くみられるような都市の中心部に広場
がある都市構造ではないことも影響していると思わ
れるが，街路空間の活用が特徴として挙げられる。
特に一都市内に複数のパザルを有する場合に多くが
住宅街での開催となり，50事例中28事例が住宅街
に立地し，市場施設5件，広場1件以外の22件は
街路での開催となっている。また，街路にも大通り
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図4.パザルエリア図（図5～17）の凡例
から路地まで種類があるが，大通りを使用するもの
はほとんどない。大通りから一本入った街路や路地
を全面車両規制し，パザル空間として活用している
例が多くみられる（図5参照）。街路は一本ではなく
複数使用され，面的な広がりをみせる。
2） 施設化装置化
パザルの多くは街路に露店を並べる形式がほとん
どであるが，天候に左右され，衛生面での問題も指
摘されている。そのため，常設の市場施設を設置す
る事例が増えつつある。この傾向は昨今始まったも
のではなく，イスタンブルの場合，1986年にファ
ーティヒ区の中心に位置する水曜市に対して，街路
の露店をやめ，かつての貯水池跡地に常設の市場施
設を建設する計画をファーティヒ区が提示している。
しかし，施設化することで店舗数が削減されること，
商品の価格が上昇することを理由に，露天商や周辺
住民の反対デモが繰り広げられ，その結果，市場施
設建設は取り止めとなり，2009年現在も街路に露
店の並ぶパザルとなっている（図6参照）。
ファーティヒ区の水曜市は長い歴史を有し，イス
タンブルのヨーロッパ側，歴史地区で最大のパザル
である。そのため，伝統の露天市の形式を継承する
結果となっているが，ここ数年，イスタンブルだけ
でなくトルコ西部各地で常設化の動きがみられる。
この理由として，街路での露店は周辺の住民や商店
主にとっては必ずしも歓迎されるものではなく，騒
音が甚だしく，通行が困難になり，パザル開催後は
街路が汚れるなど，苦情が出ていることが挙げられ
る。バルケシルの火曜市の場合，中心部のチャルシ
ュに露店が並び，チャルシュに隣接する市場施設や
広場と共にパザルエリアを形成していた。2005年
調査時の開催地を図7に示す。しかし，2009年3
月調査時には中心部からはずれた場所に新たな市場
施設が建設され，移転している。
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図5.イエニシェヒル（事例No.TUR-03）パザルエリ
ア図。大通りから中に入った街路が利用されている。
写真 01.パザルはこの
大通りから中に入る。
写真 02.細い路地に露
店が並ぶ様子。
図6.ファーティヒ（TUR-09）のパザルエリア図。2009
年現在もジャミィ周辺の街路がパザル開催地となる。
写真 03.奥にジャミィ
の尖塔がみえる。
写真 04.細い路地にも
露店が並ぶ。
中心部のチャルシュに隣接する形で市場施設が活
用されている都市もある。タラクルの場合は，チャ
ルシュの北側の広場で土曜市が開催される（図8参
照）。広場中央にある市場施設，屋根のみの大空間
の中に陳列台を並べ，食料品が売られている。この
市場施設は通常は駐車場として利用されている。広
場の市場施設以外の空間ではテントを張った露店が
並び，衣類や雑貨が売られている。
ボルの場合はチャルシュの北側，スタジアム周辺
にパザルエリアが位置する（図9参照）。スタジアム
の南側にパザル専用の広場があり，常設の店舗と6
棟の市場施設が並ぶ。スタジアム東側の街路では衣
類等の露店が並ぶ。広場に並ぶ6棟の内4棟は，屋
根と壁に囲まれた空間に陳列台が用意されている。
村からの生産物，食料品，雑貨等が売られている。
コンヤは大都市であるため，多数のパザルが存在
する。中心部の食料品を扱うものとして，チャルシ
ュに隣接する市場施設があり，毎日営業している。
地区ごとのパザルは，コンヤ露天商組合によると施
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図7.バルケシル（TUR-25）のパザルエリア図。元はチャル
シュ内の街路と隣接する市場施設がパザルエリアであった。
写真 05.チャルシュと
共存しながらパザルが開
催されていた。
写真 06.チャルシュの
一角。女性によるチーズ
販売エリア。
図8.タラクル（TUR-26）パザルエリア図。市場
施設を中心に展開。
写真 07.広場中央に市
場施設が建つ。
写真 08.市場施設内部
の様子。
図9.ボル（TUR-29）のパザルエリア図。広場に
6棟の市場施設が立地する。
写真 09.広場奥の建物
が市場施設。
写真 10.市場施設内部
の村の生産物エリア。
設化の傾向がみられ，コンヤ露天商組合の事務所の
横にも2007年に建設された市場施設がある。ここ
は金曜ごとに開催されるパザルであり，屋根と壁に
よる大空間内に1台のサイズ，幅2.75m×奥行き
1.10mの陳列台が用意されている。コンヤのクチ
ュッククムキョプルパザル（写真11）は同じく
屋根と壁の大空間内に食料品，衣類，雑貨と，商品
ごとにエリアを分けながら店が並ぶ。施設の一部に
公衆トイレ，チャイハネ17，警備員室があり，チャ
イハネは店の前でチャイを提供するだけでなく，露
天商たちへチャイの配達も行っている。警備員は2
人が終日，施設の警備にあたっているとのことであ
る。施設の場合，衛生面だけでなく，安全面での配
慮がなされている。コンヤだけでなく，キュタフヤ
でも施設化の事例はあり，施設へのアクセス面でバ
リアフリーを考慮し，斜路を設けている（写真12）。
このようなパザル全体の施設化の傾向だけでなく，
1店舗ずつの変化として装置化の傾向もある。魚や
チーズ等の露店では衛生面に配慮したショーケース
やショーケースを備えた車が店舗として使用される
ケースも登場している（写真13，14）。
3） サービスを主体とする露天商の存在
パザルでは食料品から衣類，雑貨まで日用品を幅
広く販売しているが，その他の業種として商店主や
露天商，顧客などのパザル利用客に対して，チャイ
や食事を提供する露天商も存在する。チャイはパザ
ル内に常設の店舗をもつもの（写真15）と露店タイ
プの仮設店舗をもつもの（写真16）と二通りあるが，
いずれも配達サービスを行っている。トルコ人にと
って，チャイは一日に10杯以上飲むほど欠かせな
い存在であり，いれたてのチャイを楽しむ習慣があ
るからである。食堂は買い物に来た顧客が軽く空腹
を満たせる程度のギョズレメ18と呼ばれるクレープ
のようなものやトーストなどが売られている（写真
17）。また，食料品はキロ単位で販売されているた
め，顧客は一度に大量の荷物をもつことになる。こ
れをサポートするハンマル19と呼ばれる荷運び人がい
る（写真18）。荷物を背負った籠の中に預かり，顧
客の自宅まで同行して運搬し，報酬を得るのである。
4） イスタンブルにみる大都市の特徴
イスタンブルの場合，第1章で述べた通り，計
358件のパザルがある。人口及び都市規模に比例し，
他の都市とは比較にならない数である。区の中心部
にはチャルシュがそれぞれあるが，連携する位置に
中心部のパザルはあり，それ以外のパザルの多くは
住宅街に位置する。中心部のパザルの例として，イ
スタンブルのアジア側最大規模のカドゥキョイ火曜
市（図10参照）は，港に隣接するチャルシュから広
大な商業エリアが大通りを中心に続き，その延長線
上に位置する20。大通り以外のほとんどは歩行者空
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写真11.クチュッククム
キョプルパザル（TUR-38）
の内部。左手にチャイハネ
の壁が見える。
写真12.キュタフヤ（TUR-
41）でのバリアフリーの取
り組み。斜路が設けられて
いる。
写真 13.チーズ用のショ
ーケースを陳列台に載せて
いる。（TUR-14）
写真14.チーズ用のショーケ
ースを車に設置し，移動型店
舗としている。（TUR-14）
写真 15.パザルでのチ
ャイ配達の様子。写真左。
（TUR-50）
写真 16.仮設店舗でチ
ャイを沸かしている様子。
（TUR-10）
写真 17.仮設の食堂。
ギョズレメを焼いている。
（TUR-01）
写真18.顧客と交渉が成
立し，荷物を籠に入れて
いる様子。ハンマルは写
真中央。（TUR-10）
間として車を排除し，顧客にとって快適な商業空間
を形成している。
特殊な立地として，島嶼部の4島のパザルの状況
をみると，いずれも小規模な島であり，各島，週に
一度1カ所での開催である（写真21～24）。島はマ
ルマラ海にあり，イスタンブル本土の港から一時間
程度の距離である。いずれも緑豊かな島であり，リ
ゾート地としての役割が大きく，島内は車両の乗り
入れが禁止され，徒歩，自転車，もしくは馬車での
移動となる。商品は船を使ってイスタンブル本土か
ら搬入をするため，特に野菜等の重量のある商品を
扱う露天商は個人の船で搬入し，曜日ごとに島を移
動しながら営業している。いずれの島も港付近に小
規模なチャルシュが位置するが，チャルシュからさ
らに奥に入った街路を中心にパザルは開催されてい
る。クナル島の場合は海岸沿いの街路に露店が並ぶ。
5） イスタンブル以外の都市の特徴
共通する特徴として，地域の中心的役割を担って
いることが挙げられる。周辺の村々の中心地であり，
パザルには，通常の露店が並ぶ一画に周辺の村での
生産物を販売するエリアが設けられている。村の販
売エリアでは，女性の販売者が多い。通常の露天商
とは異なり，農家の主婦であり，野菜や果物，自家
製のチーズなどを販売している。管理側の役所担当
者の話では，パザルの露店数には数えず，スペース
を役所が提供し，自由に販売ができる特別の措置が
取られているとのことである。ギョイヌック（図11
参照），ムドゥルヌ（図12参照）では屋根と陳列台
の並ぶスペースが整備されている。また，パザルは
女性ばかりでなく，周辺の村から多くの人が訪れ，
週一回，友人たちに会い，交流する楽しみの場とも
なっているようである。そのため，普段は閑散とし
ている広場のチャイハネも一日中，賑わいをみせる。
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図10.カドゥキョイ火曜市（TUR-11）パザルエリア図。港近くのチャルシュにも日用品の小売店舗が並ぶ。
写真 19.チャルシュ内
の街路。（TUR-11）
写真 20.歩行者空間とな
っている衣料品店が並ぶ街
路からパザルエリアへの入
り口。（TUR-11）
写真 21. ブユック島
（TUR-17）。港から15分ほ
ど高台に上った街路。
写 真 22. ヘ イ ベ リ 島
（TUR-18）。学校前の広場か
ら高台の住宅地に向かって
エリアが広がる。
写真 23. ブルガス島
（TUR-19）。庭をもつ戸建
て住宅が多い。住宅の外
壁に沿って露店が並ぶ。
写 真 24. ク ナ ル 島
（TUR-20）。海を背景に海
岸沿いに露店が並ぶ。
本論で対象としている事例は，周辺の村々の中心
的役割を担うパザルであり，村の生産物を販売する
エリアがとられている事例が多い。特殊なものとし
て，サフランボルの動物市のように生きた動物を取
引する場も設けられている。また，季節によっては
苗木市も開催される（図13参照）。
イスタンブルに数では及ばないものの，県庁所在
地である都市は人口も多く，パザルも複数存在して
いる。キュタフヤの中心部のパザル立地図（図 14
参照）にあるように，地区ごとにパザルが立地して
いることがわかる。中心となる水曜市（TUR-43）
は城塞東側の足元にあるチャルシュから新市街の中
心である歩行者空間を介して，連携した位置にある。
また，ウシャクの場合も複数のパザルがあるが，中
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図13.サフランボル（TUR-31）のパザルエリア図。
動物市も食料品のパザル同様に土曜に開催される。
写真29.動物市の様子。
（TUR-31）
写真30.苗木市の様子。春
先にイゼットパシャジャ
ミィ横に並ぶ。（TUR-31）
図11.ギョイヌック（TUR-27）のパザルエリア図。
2つの広場に露店が並ぶ。村の販売エリアは役所の
前の施設である。
写真25.パザル内のチャ
イハネ。週に一度，村々か
ら集まり，友人との交流も
楽しむ。（TUR-27）
写真26.村の販売エリア。
1階は通常の店舗で，2階
が村の女性のための販売
エリア。（TUR-27）
図12.ムドゥルヌ（TUR-28）のパザルエリア図。村
の販売エリアは食料品販売の広場の南東部に位置する。
写真 27. 村の販売エリ
ア。屋根と陳列台が並び，
女性達がチーズ等を販売
する。（TUR-28）
写真28.広場の北西角に
は魚専用の屋根付きスペ
ースもある。冬場のみ機
能する。（TUR-28）
心のパザル（図15参照）はチャルシュに隣接した規
模の大きな市場施設であり，内部は野菜中心の食料
品エリア，衣類エリア，チーズオリーブエリアに
分かれている。さらに魚市場が別棟で建つ。
ティレのように都市規模が小さくなるとパザルは
週一回になるが，同じく週一回のギョイヌックや他
の小規模の都市と大きく異なる点は，街全体がパザ
ルの会場となることである（図16参照）。歴史を有
する商業施設，ベデステンや複数のハンがあり，チ
ャルシュの規模が大きく，広場等の空地が少ないた
め，チャルシュを含む町中の街路が会場となる。ま
た，商業の中心地としての伝統もあり，パザル自体
の規模も大きく1000軒の露店が並ぶ。
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図14.キュタフヤ中心部のパザル（TUR-40,41,42,43）立地図。
写真 31.キュタフヤの
新市街，メインストリー
トである歩行者空間。チ
ャルシュとパザルの間に
位置する。
写真 32.中心のパザルは
施設と街路を使用してのパ
ザルであり，村の販売エリ
アはジャミィ付近の街路に
位置する。（TUR-43）
図15.ウシャク（TUR-48）パザルエリア図。チャルシュに隣接する巨大な市場施設。
写真33.市場施設内の食
料品エリア（手前）と衣類
エリア（奥）。（TUR-48）
写真34.駐車場を挟んで
別棟の魚市場。（TUR-48）
6） より快適なパザル空間への取り組み
パザルは屋外の路上に仮設の露店が並ぶ場合が多
いため，問題も抱えている。周辺住民の苦情により，
開催地の移転や消滅に追い込まれたパザルもある。
施設化装置化の傾向がある理由として問題点を前
述してきた。これらの問題点を踏まえ，周辺住民や
常設店舗の店主，パザル利用客である顧客への配慮
として，管理側である行政機関や小売商管理組合が
各地で改善策を講じている。行政機関の場合，役所
のザブタ21と呼ばれる公安局が管理を担当する。改
善策の内容として，露店以外のスペースの確保，騒
音防止，衛生安全面への対策が挙げられる。スペ
ースの確保は，住宅や常設店舗といった周辺施設と
露店との間にスペースを確保する，施設の入口には
露店を置かず出入りスペースを確保する，向かい合
う露店と露店の間をパザル利用者が通行するにあた
って，ゆとりある幅になるよう露店の張り出しを制
限するといった取り組みである（写真37，38）。ま
た，騒音問題に関しては，大声を出さないよう横断
幕を掛けている（写真39）。衛生面ではショーケー
スの装置化を前述した。テントを張るためのロープ
を周辺施設にくくりつけていたことも苦情の対象で
あるため，テント専用のロープをくくりつける自立
型ポールを設置したパザルもある（写真40）。また，
住民の希望もあり，常設の市場施設への移転を実施
したものの，ベルガマのように町外れに市場施設を
建設したために，住民にとっては交通の便が悪く，
町中の住宅街へ再度移転した例もみられる。管理側
は露天商の管理だけでなく，周辺住民や利用者にも
常に配慮し，より快適なパザル空間になるよう取り
組んでいる。
7） 新たな方向性としてのパザル
新たな方向性として，食料品，衣類，雑貨等の日
用品主体の通常のパザルに加えて，特殊な商品を取
り扱うパザルが現れている。エコロジカルパザル，
手工芸品市，蚤の市，観光市である。エコロジカル
パザルはイスタンブルのシシリィ区に位置する。地
方からの産直商品が並び，生産者が直接販売する形
式をとっている（写真41）。シシリィ区役所とブー
ダイエコロジーライフ支援協会
22の共同運営であ
る。店舗数は当初の50軒から増え，99軒が登録し
ている23。また，ベイオウル区に位置するカスタモ
ヌ市（TUR-04）ではカスタモヌの生産物のみが売
られている。生産者が毎週末カスタモヌとイスタン
ブルを往復し，商品を直接運搬している。形は不
いだが新鮮な無農薬野菜や手作りジャム，パンなど
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写真 37.常設店舗と露
店の間にスペースを確保
している。（TUR-15）
写真 38.露店の張り出
しを制限している白線
（写真手前）。（TUR-14）
写真 39.大声を出して
はいけないと書かれた横
断幕。（TUR-14）
写真 40.テントを張る
ためのロープ用ポールの
設置。（TUR-14）
図16.ティレ（TUR-50）のパザルエリア図。チ
ャルシュだけでなく周辺の街路も含め，火曜は街
全体がパザルエリアに変化する。
写真 35.大通りもパザ
ルエリアとなり，車は中
心部へは進入できない。
（TUR-50）
写真 36.常設の店舗を
もつ魚屋もパザルでは露
店を街路に張り出して営
業する。（TUR-50）
が売られており，20軒程度の小さなパザルである
が，カスタモヌ出身者はもちろん，出身者以外のイ
スタンブル住人にも親しまれている。手工芸品市と
しては，週末に賑わいをみせるオルタキョイのパザ
ル（図17参照）とウスキュダル金曜市の一画に設け
られた女性による手工芸品市のコーナーがある（写
真43）。オルタキョイはボスポラス海峡に面した観
光地であり，カフェが並び賑やかな地区である。蚤
の市（TUR-05）はイスタンブル，ベイオウル区に
あるチュクルジュマ地区のアンティーク店が中心と
なり，通りの活性化を目的に新たに開催された市で
ある。2005年の調査時点では105軒の登録があり，
チュクルジュマ地区のアンティーク店や住民が参加
し，賑やかなものであったが，残念ながら，道路の
使用許可等の問題をきっかけに，一時閉鎖となった。
2009年11月時点で現地への確認を行ったところ，
復活する兆しはなく，当時中心となっていたアンテ
ィーク店は，昨今の経済状況の悪化から経営が行き
詰まり，閉店に追い込まれた店もあるようである。
観光市（TUR-36）はアンカラから週末，観光客が
訪れるベイパザルで開催されている。地元の産業を
活かし，週末に開催される。また，通常の露天商で
はなく，クノールのように企業が宣伝販売のためパ
ザルに進出した例（写真44）もみられる。
オルタキョイやベイパザルのように観光目的のパ
ザルは他の都市にとっても町の活性化の事例として
着目されていくものと思われる。また，ウスキュダ
ル金曜市内の手工芸品市や諸都市のパザル内の村の
販売エリアにみられる女性のための販売エリアの確
保の動向も，今後調査を続けたい事象である。
4.まとめ
50事例を通して，トルコ西部のパザルの特徴を
抽出した。パザルは仮設と常設施設と双方の形態が
あるものの，圧倒的に仮設のパザル，特に街路を利
用しており，狭いスペースを立体的に活用している
点に大きな特徴がみられる。しかし，新たに常設施
設を建設し，仮設から移行する動きもあるため，常
設施設は今後増える可能性もある。イスタンブルに
は2009年11月時点で358件ものパザルがあり，伝
統的なものから新しいものまで，様々なパザルの形
態がみられる。また，イスタンブル以外の都市のパ
ザルは，地域の中心地としての役割を果たし，周辺
の村人が買い物に来るだけでなく，村の生産物の販
売エリアをもち，経済活動だけでなく地域の交流の
場ともなっている。交流の場としてチャイハネや仮
設常設の食堂が活かされており，これらは荷物を
運搬するハンマルとともにトルコ特有の文化といえ
よう。
チャルシュとパザルの関連性は，都市の規模の違
いによる大きな傾向として，小規模な都市は中心部
のチャルシュに内包あるいは隣接する形で立地し，
中規模及び大規模な都市になると一都市の中にパザ
ルが複数存在し，チャルシュ中心部だけでなく，地
区ごとにも立地していることがわかった。チャルシ
ュの店舗は日曜を除く毎日営業しており，都市の中
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図17.オルタキョイ（TUR-16）のパザルエリア図。
カフェが並ぶ路地に露店が並ぶ。
写真 41.商品の横にオ
ーガニックの保証書をお
き，生産者が直接販売す
る。（TUR-13）
写真 42.オルタキョイ
のクラフト市（TUR-16）で
は手工芸品が並ぶ。
写真43.女性の手工芸品
の販売エリア。ウスキュダ
ル金曜市（TUR-15）の一
画に設けられている。
写真 44.クノールの宣
伝販売ブース。（TUR-09）
心として活気ある空間を形成しているが，週に一度
のパザルの開催日は周辺の村人や地元住民など，さ
らに多くの人が集まり，チャルシュとともに賑わい
をみせる。
いずれの都市においても日常生活に密着した場で
あるため，利用者である顧客，露天商，商店主だけ
でなく，周辺住民の関心も高く，より快適なパザル
空間にするために管理側である行政機関や小売商管
理組合によって改善策が講じられている。
パザルの多くが仮設空間であるため，調査を実施
してきた数年の間でも変化をみせており，今後も変
化していく可能性が大きいことも特徴の一つとして
捉えられる。パザルは仮設空間であるが故に，都市
空間や時代の変化に合わせ，変化することが可能で
ある。単なる商品の売買の場だけでなく，新たな取
り組みをすることで都市や地区の活性化に役立てる
など，様々な活用方法が期待できる。今回はトルコ
西部の事例から特徴を捉えてきたが，今後，新たな
取り組みや方向性の把握とともに対象エリアをさら
に拡張して調査を進め，トルコの全体像及び地域ご
との特色を分析する。また，チャルシュの空間形態
の特徴と併せて，トルコの都市空間の特質の分析も
行う予定である。
註
1 トルコ語ars・。通り状の商店街だけでなく，屋根
のかかったホール状の空間や中庭を有する商業施設
など複合的かつ広域にわたるエリアを示す場合もあ
る。本論ではトルコ語をカタカナ表記にして使用す
る。
2 トルコ語pazar。露天市を示すことがほとんどであ
るが，露店の並ぶものだけでなく常設の市場施設を
指す場合もある。
3 トルコ語cami。モスク。
4 トルコ語hamam。公衆浴場。
5 トルコ語kuliye。モスクを中心とした複合都市施
設。
6「トルコにおける市場空間の特性に関する基礎的考
察」（参考文献008）及び「トルコにおける市場空
間の構成と活用に関する考察」（参考文献009）に
調査データ及び分析内容を示す。
7 トルコ語han。隊商宿。商館。
8 トルコ語bedesten。高価な商品を扱う堅固な市場
施設。
9 トルコ語arasta。通路型の市場施設。
10 2009年11月時点でイスタンブル小売商管理組合の
公式サイトで公表されているデータに基づく。2005
年8月の組合訪問時に提供された公式データでは
355件であった。
11 区ごとの件数や露天商の内訳などイスタンブル市内
のパザルについては「イスタンブル及びバルケシル
における市場の空間形態について」（参考文献006）
にまとめている。
12 エミノニュ区は2009年8月調査時ではすでに隣接
するファーティヒ区に統合されている。本論では2
事例扱うがいずれも2007年8月調査時点での行政
区名としてエミノニュ区と表記する。
13 ベシクタシュ区については中心のパザルと特徴的な
パザルの2事例のみを対象地とした。今後，他のパ
ザルについては追加調査を行う予定である。
14 土曜市は1535軒の露店が連なる。イスタンブル市
内のヨーロッパ側最大級のパザル。
15 トルコ語yufka。大きな円形の薄い生地。小麦粉か
ら作られ，クレープに似ている。
16 トルコ語で中心を意味する。
17 トルコ語ayhane。チャイ（トルコ語ay）はトル
コ紅茶の意味で，チャイハネは喫茶店である。
18 トルコ語gozleme。小麦粉の生地を薄くのばし，ひ
き肉や野菜などを挟んで焼いたもの。
19 トルコ語hamal。荷運び人。
20 本論では，2006年の調査時の状況を記載している。
21 トルコ語zabta。行政機関の公安局。
22 トルコ語 BugdayEkolojikYas・amDestekleme
Dernegi
23 シシリィ区公式Webサイト（参考文献012）の記
事による。
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